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課題参考例（平成 28（2016）年度書誌作成研修の出題課題より） 

 

課題 3（★☆☆）：図書・雑誌目録に登録されている同一資料の利用について 

資料の中には、図書・雑誌で整理できるものが存在する。例えば、ISBN と ISSN 両方

付記された資料、ISSN や巻号があるのに固有のタイトルを毎号持つもの、本誌と臨時増

刊、電子ジャーナル・電子ブックそれぞれの書誌をもつ海外のモノグラフシリーズなど、

事例は幅広い。 

その目録の採用方法については、各図書館の方針によるところが大きいが、総合目録デ

ータベースにおいては、図書、雑誌、どちらにも書誌を作成できる。CiNii Books におい

ては図書レコードと雑誌レコード双方の検索結果（所蔵情報）が出てくる。利用者の利便

性を考えるとどのような登録方法が望ましいか考えよ。なお議論にあたっては書誌と事例

をあげて議論を展開すること。 

参照： 

「目録情報の基準 第 4版」 2.2 書誌ファイル 

 http://catdoc.nii.ac.jp/pdf/wakan_cm.pdf 

「目録システムコーディングマニュアル」7.0 23.0 

http://catdoc.nii.ac.jp/MAN2/CM/mokuji.html 

 

  

実際に出題された課題、実習内容、その後に送付される解

説資料をご紹介します。 
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情報源（課題3） 

世界経済白書 昭和62年版 

表紙 
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標題紙 
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背 
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奥付 
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裏表紙 
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2016年春号 

表紙 
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裏表紙 
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Modern aspects of electrochemistry 57 

Electrodeposition and surface finishing 表紙 
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標題紙1 
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標題紙2 
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標題紙裏 
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[実習内容] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表後にはファシリテーターから次頁のような解説がなされま

す。また、研修終了後に、受講生の皆さんに解説資料が送付

されます。参加された方はそれらの資料によって、実習内容を

復習することができます。 

各班で一つ解答を作成していただき、発表していただきます。 

発表にあたっては、次ページに示したように目録作成の根拠と

なった「目録情報の基準」や「コーディングマニュアル」の該当

箇所を示しながら、進めていただきます。 

事前に課題が送付されるので、受講生の皆さんは各自の解答

を準備して研修に臨みます。 
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解説（課題3） 

 

「目録の情報基準」2.2.1 図書と逐次刊行物  （※下線はファシリテーター） 

本基準において図書とは、いわゆる図書及びパンフレット等の印刷資料には限定せず、

さまざまな資料形態の単行資料全てのことをいう。また、逐次刊行物とは、資料形態の

種別にかかわらず、終期を予定せずに逐次刊行される資料全てのことをいう。 

 すなわち、両者の区別は、対象となる資料の刊行方式にのみかかわる。なお、本基準

においては、逐次刊行物を雑誌とも呼ぶ。 

 モノグラフシリーズ等、両者の境界領域の資料は、双方のファイルにレコードを作成

することが望ましい。すなわち、図書ファイルに一つ一つのモノグラフのレコードを、

また、雑誌ファイルにモノグラフシリーズ全体のレコードを作成する。 

 ただし、境界領域の資料について、参加組織が一方のレコードのみを作成する場合は、

以下の基準によることができる。 

 ・原則として図書扱いとするもの 

  モノグラフシリーズ、刊行頻度の極度に低い逐次刊行物、差し替えを行うルーズリ

ーフ出版物、等 

・原則として雑誌扱いとするもの 

  年報（モノグラフシリーズを除く）、年鑑、要覧、Advanceもの、等 

 

【参考】解説（図書ファイルと雑誌ファイルの違い） 

 境界領域資料の個々の巻号に「固有のタイトル」が存在する場合、図書書誌ファイル

においては、個々の巻号単位がレコード作成単位となる。 

 一方、雑誌書誌ファイルにおいては、レコード作成単位は逐次刊行物書誌単位であり、

個々の巻号の情報は記録されない可能性が高い。 

 したがって、個々の巻号の単位の書誌情報の記録・検索を保証するためには、図書扱

いが望ましいことになる。 

 逆に、個々の巻号に固有のタイトルが存在しない場合、図書ファイルにおいては、個々

の巻号の所蔵状況の検索は困難である。従って、所蔵情報の記録・検索を保証するため

には、雑誌扱いが妥当である。 

 

 

 

 

 

 

 

http://catdoc.nii.ac.jp/MAN/KIJUN/m4_2_2.html#m4_2_2_1
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○『世界経済白書』を例にした場合 

◆図書 

白書には毎号固有のタイトルがつく場合があり、固有のタイトルから検索したいという

利用者の要望がある。雑誌書誌の場合は、固有のタイトルでの検索ができない。そのため

に図書整理し、固有のタイトルを子書誌とする親子書誌を作成する。なおVolの書誌にする

と毎号のPHYSが記入できないので親子書誌が望ましいと考える。 

（作成書誌例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆雑誌 

参考書誌例としては次のようなものがある。 

<AN00006412> 世界経済白書 / 経済企画庁調査局編. -- 1959年版 (1959)-1968年版 

(1968) ; 昭和44年版 (昭44)-昭和62年版 (昭62). 

<AN10498506> アジア経済 / 経済企画庁調査局 [編集]. -- [市販本版]. -- 1995 

(1995)-2000 (2000). 

 

 

 

子書誌 

GMD:  SMD:  YEAR:1988  CNTRY:ja  TTLL:jpn  TXTL:jpn  ORGL:  

ISSN:  NBN:  LCCN:  NDLCN:  

REPRO:  GPON:  OTHN:  

VOL:  ISBN: 4172301622  PRICE: 2500円 XISBN:  

TR: 政策協調と活力ある国際分業を目指して / 経済企画庁編 || セイサク キョウチョ

ウ ト カツリョクアル コクサイ ブンギョウ オ メザシテ  

PUB: 東京  :  大蔵省印刷局  ,  1988.3  

PHYS: iv, v, 257, iii, 208p ; 21cm  

PTBL: 世界経済白書 || セカイ ケイザイ ハクショ  <BBxxxxxxxx>  昭和 62年版// a  

AL: 経済企画庁 || ケイザイ キカクチョウ  <DA00901037>   

 

親書誌  

GMD:  SMD:  YEAR:  CNTRY:ja  TTLL:jpn  TXTL:und  ORGL:  

ISSN:  NBN:  LCCN:  NDLCN:  

REPRO:  GPON:  OTHN: NCID:AN10399785  

TR: 世界経済白書 || セカイ ケイザイ ハクショ  

PUB: 東京  :  大蔵省印刷局 
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○『Modern aspects of electrochemistry』を例にした場合 

情報源のように洋雑誌・洋図書のシリーズ物は固有のタイトル（『Electrodeposition and 

Surface Finishing』）とシリーズ名（『Modern aspects of electrochemistry』）もつので、

雑誌の場合はシリーズ名をＴＲに、図書の場合はシリーズ名を親書誌、固有のタイトルを

子書誌のＴＲとして、どちらでも整理が可能である。ちなみに出版元の SpringerLinkのサ

イトでは図書（Book）として分類されている。余談ではあるが、こうしたシリーズものは、

書店では「図書」として処理されている場合も多く、図書・雑誌の境界にある資料といえ

る。 

図書にした場合は、著者名まで検索対象となるのでアクセスポイントが増える。雑誌に

した場合は所蔵範囲が分かりやすい。近年では電子ブックの普及により Advance ものや

Annualものの図書・雑誌両方の書誌が必要な場合が生じている。紙媒体では古いところは

図書整理、ある時期は雑誌整理→電子ブックを購入してからは電子ブック簡易書誌の個

別タイトル登録という場合も考えられる。この資料もそれに該当し、所蔵館の電子リソ

ースの購読状況も勘案した回答が望まれる。 

 

（作成書誌例） 

◆雑誌<AA00744637> Modern Aspects of Electrochemistry 

◆図書 親書誌 

<BA0069235X>  Modern Aspects of Electrochemistry  

 

 

 

 

○『論究ジュリスト』を例にした場合 

 『論究ジュリスト』の場合は、論文が収録された定期刊行物であるために、雑誌整理す

るのが一般的だと考える。 

 但し、専門的な雑誌でもあるので、本館図書館では雑誌整理、法学系の部局図書館では

図書整理という考え方も想定できる。 

 同じ学内で図書雑誌の二書誌ある場合は、相互参照できるようにローカル項目なでお運

用上の工夫が求められる。例えば、雑誌の一括所蔵のローカル記述部分に図書の登録があ

る旨を記す、など。 

（作成書誌例） 

◆雑誌< AA12567186>論究ジュリスト : quarterly jurist 

◆図書<BN01938592>論究ジュリスト の中位の書誌として論究ジュリストを設定。 

 

 

本研修では電子資料の

メタデータの連携につ

いても考えます 


